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および作業時間帯開始終了記録簿(図ー4) により，保守作業の終

了，工事用車使用の終了および確認車運転の終了を確認すると

ともに，相手停車場の駅長と打ち合わせ，列車数カウンター

L列車なし。lL開通確認燈点燈1 を相互に確認し，その旨を列車

指令に対し報告することになっている。

図ーl 保守作業列車問合
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保守作業を行なう場合，作業責任者は，保守作業に着手した

L 、旨を駅長に通告し，承認を得て保守作業に着手する。この場

合，駅長は，作業時間帯開始指令の受領を確認した後，保守作

業の着手に承認を与えることになっている。作業責任者は， 確

認車が保守作業現場において出発し，通過し，または到着する

予定時刻の 10 分前までにいっさいの作業を終了し，その旨を

駅長に通告し，その後はし、っさいの作業は行なわなし、ことにな

っている。 一--"列車検知装置 (早川武士)

lまぜいこうじよう 保税工場 、 関税法による保税地域の

一つであって，国法に定める外国貨物について，加工，それを

原料とする製造，外国貨物の改装，仕分，その他の手入れ，す

なわちそれらの保税作業をすることができる場所として，税関

長が許可したもの。保税工場の制度は，外国から本邦に到着し

た貨物(外国の船舶が公海で採捕した水産物を含む。)に対して，

一定期間関税を賦課しない輸入手続未済の貨物，すなわち関税

法上の外国貨物のまま」定の工場で ， 加工などの保税作業が認

められるもので，加工貿易の振興をはかるため，早くから行な

われてレた(昭和 2 年法律第 45 号保税工場法)が，戦後その機

能をレっそうよく発律できるよう，昭和 29 年法律第 61 号関税

法の全文改正の際に，その重要事項のーっと して その改正が行

なわれ，保税工場法をこれに吸収併合するなど，保税工場制度

が広〈活用されるようになった。 その結果保税工場数は，従来

全闘で 500 余箇所であ ったものが，最近では 880 箇所に櫓加し

ている。

保税工場は税関長が個々の工場 ・ 事業所について，申請によ

り 10 年をこえない期間で許可し，その旨を告示する。保税工場

に外国貨物を置くことができる期間は，その貨物を保税工場に

入れることが承認された日から 1 年間であるが，特別の事由が

あるときは申請により 3 年をこえない範闘で延長されることが

ある。保税工場に置く外国貨物は，輸入手続未済の貨物である

から，その保税工場への出し入れ，運送，保税作業の開始およ

び終了その他については，すべて法令に定めるところに よ り，

承認 ， }，最出，検査，記帳など税関の規制，指示に従わなければ

ならない。税関長が加工貿易の振興に資し，かっ関税法の実施

を確保するうえに支障がないと認めたときは，保税工場にある

外凶貨物について保税作業をするため，税関長の許可を受けて

ニれを保税工場以外に出すことができる。(佐藤佳年)

lませんさぎようし 々 保線作業車 軌道保守の近代化に

よ っ て，保線作業は線路班単位の小人数の分散的作業から，保

線支区を単位とした集中的大単位作業に移行することになった。

保線支区作業班の規僕は，上級線の標準として担当軌道延長

約 50km，班員約 50 名程度になり，基地から作業現場までの

作業負の紛送を機動的に行なう必要がある。このため作業班に

配備されている自動車が，保線作業車である。これは一般に使

用されてレるマイクロパスに，保線作業上必要な装備が施され

ている。すなわち入口付近のシートは折 りたたみ可能で，必要

に応じ 1m2 以上のスベースが確保され， 簡易な禄材を積み込む

ことができる。また，飲料水設備として l 人当り 0.5l 以上の

ジャ ーがあり ， 洗商設備として l 人当り 2l 以上の水タン クと

折りたたみ式の洗面談を設け，車外で洗面できるようになって

L 、る。車体後部の トランクノレームは設計上許容できるだけのス

ベ ー スをとり，携帯骨量具の運織を行なえるようにし， 屋根の前

後には転向自由な 40W ヘッドライトがあり，車体前後には，

コ γ セ ン ト があって 30W 点検燈が使用でき，夜間作業・災害

応急作業にも活躍することができる。

また，この自動車は 500kg 積載のトレラーをけん引するこ

とも可能で，必要に応じ作業員と機器 ・ 材料の運搬を同時に行

なうことができる。(伊藤裕)

lませんしょ 保線所 国鉄の東海道新幹線支社の現業機関。

そのおもな担当業務は， 東海道新幹線の線路および建設物の保

守および施工，線路用器材の保守， 用地の管理および保守であ

るが，鉄道管理局の建築区が担当している建物の保守および施

工，建物用地の飛地の管理および保守などは除かれる。鉄道管

理局の保線区と同種の機関である。

東海道新幹線の列車の試運転は， 場モテソレ線管理区におレて

行なっていたが，米原 ・ 鳥飼聞の長距離区間におL 、て本格的に
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